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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方法であって、第１のモバイルデバイスにおいて、
　ワイヤレス信号ベースの測位プロセスに対応する複数の信号捕捉タスクを識別すること
と、前記ワイヤレス信号ベースの測位プロセスは、前記第１のモバイルデバイスによって
少なくとも部分的には実行される、
　第２のモバイルデバイスによって実行されるべき前記複数の信号捕捉タスクのサブセッ
トを示す要求を表す１つ以上の信号を前記第２のモバイルデバイスに送信することと、前
記第１のモバイルデバイスおよび前記第２のモバイルデバイスは、オブジェクトとコロケ
ートされており、前記複数の信号捕捉タスクの前記サブセットは、動作条件の検出に少な
くとも部分的に基づいて、前記第１のモバイルデバイスによって決定され、前記動作条件
は、前記複数の信号捕捉タスクのうちの少なくとも１つの信号捕捉タスクを実行するのに
前記第１のモバイルデバイスが利用不可能であるもしくは適さない、またはそれらの組み
合わせであるとの前記第１のモバイルデバイスによる決定を備えることを特徴とする、
　前記第２のモバイルデバイスから受信され、前記要求に対する応答を表す１つ以上の信
号を処理することと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記第１のモバイルデバイスを用いて、
　前記応答に少なくとも部分的に基づいて、前記オブジェクトについての位置フィックス
を決定すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のモバイルデバイスを用いて、
　前記第１のモバイルデバイスによって捕捉された１つ以上のワイヤレス測位信号に少な
くとも部分的に基づいて、１つ以上の測位測定値を取得するために、前記要求において表
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されない前記複数の信号捕捉タスクのうちの少なくとも１つを実行することと、
　前記１つ以上の測位測定値に少なくとも部分的にさらに基づいて、前記オブジェクトに
ついての前記位置フィックスを決定することと
　をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記応答は、前記第２のモバイルデバイスによって捕捉された１つ以上の第２のワイヤ
レス測位信号に少なくとも部分的に基づいて、１つ以上の第２の測位測定値を示す、請求
項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のモバイルデバイスにおいて、
　前記第２のモバイルデバイスによって捕捉されるべきワイヤレス測位信号のタイプに少
なくとも部分的に基づいて、信号捕捉タスクの前記サブセットのうちの少なくとも１つを
選択すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ワイヤレス測位信号の前記タイプは、
　１つ以上のワイヤレス技術、または
　１つ以上の送信デバイス、または
　１つ以上の周波数帯域、または
　１つ以上のシグナリングチャネル、または
　測位測定値のタイプ、または
　測定値解像度、または
　信号強度測定値、または
　信号伝播時間測定値
　を少なくとも部分的に示す、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記要求は、前記第２のモバイルデバイスによって実行されるべき前記複数の信号捕捉
タスクの前記１つ以上のうちの少なくとも１つに対応するタスクスケジュールをさらに示
す、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記要求は、前記応答を送信することに対応する応答スケジュールをさらに示す、請求
項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のモバイルデバイスにおいて、少なくとも、
　前記第１のモバイルデバイスまたは前記第２のモバイルデバイスに対応する動作条件に
少なくとも部分的に基づいて、信号捕捉タスクの前記サブセットのうちの少なくとも１つ
を選択すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記オブジェクトは人物を備え、前記第１のモバイルデバイスまたは前記第２のモバイ
ルデバイスのうちの少なくとも１つは、ウェアラブルなコンピューティングデバイスを備
える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記複数の信号捕捉タスクのうちの少なくとも１つの信号捕捉タスクを実行するのに前
記第１のモバイルデバイスが利用不可能であるもしくは適さないとの前記決定は、前記第
１のモバイルデバイスが他のプロセスで使用中であるもしくはシグナリングが妨害されて
いる、またはそれらの組み合わせであるとの決定に少なくとも部分的に基づく、請求項１
に記載の方法。
【請求項１２】
　第１のモバイルデバイスでの使用のための装置であって、
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　ワイヤレス信号ベースの測位プロセスに対応する複数の信号捕捉タスクを識別するため
の手段と、前記ワイヤレス信号ベースの測位プロセスは、前記第１のモバイルデバイスに
よって少なくとも部分的には実行される、
　第２のモバイルデバイスに要求を送信するための手段と、前記要求は、前記第２のモバ
イルデバイスによって実行されるべき前記複数の信号捕捉タスクのサブセットを示し、前
記第１のモバイルデバイスおよび前記第２のモバイルデバイスは、オブジェクトとコロケ
ートされており、前記複数の信号捕捉タスクの前記サブセットは、動作条件の検出に少な
くとも部分的に基づいて、前記第１のモバイルデバイスによって決定され、前記動作条件
は、前記複数の信号捕捉タスクのうちの少なくとも１つの信号捕捉タスクを実行するのに
前記第１のモバイルデバイスが利用不可能であるもしくは適さない、またはそれらの組み
合わせであるとの前記第１のモバイルデバイスによる決定を備えることを特徴とする、
　前記第２のモバイルデバイスから前記要求に対する応答を受信するための手段と、
　前記応答に少なくとも部分的に基づいて、前記オブジェクトについての位置フィックス
を決定するための手段と
　を備える装置。
【請求項１３】
　前記第１のモバイルデバイスによって捕捉された１つ以上のワイヤレス測位信号に少な
くとも部分的に基づいて、１つ以上の測位測定値を取得するために、前記要求において表
されない前記複数の信号捕捉タスクのうちの少なくとも１つを実行するための手段
　をさらに備え、
　前記オブジェクトについての前記位置フィックスを決定するための前記手段は、前記１
つ以上の測位測定値に少なくとも部分的にさらに基づく、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　第１のモバイルデバイスであって、
　通信インターフェースと、
　請求項１２に記載の装置を備える処理ユニットと
　を備える、第１のモバイルデバイス。
【請求項１５】
　物品であって、
　ワイヤレス信号ベースの測位プロセスに対応する複数の信号捕捉タスクを識別すること
と、前記ワイヤレス信号ベースの測位プロセスは、第１のモバイルデバイスによって少な
くとも部分的には実行される、
　第２のモバイルデバイスへの要求の送信を開始することと、前記要求は、前記第２のモ
バイルデバイスによって実行されるべき前記複数の信号捕捉タスクのサブセットを示し、
前記第１のモバイルデバイスおよび前記第２のモバイルデバイスは、オブジェクトとコロ
ケートされており、前記複数の信号捕捉タスクの前記サブセットは、動作条件の検出に少
なくとも部分的に基づいて、前記第１のモバイルデバイスによって決定され、前記動作条
件は、前記複数の信号捕捉タスクのうちの少なくとも１つの信号捕捉タスクを実行するの
に前記第１のモバイルデバイスが利用不可能であるもしくは適さない、またはそれらの組
み合わせであるとの前記第１のモバイルデバイスによる決定を備えることを特徴とする、
　前記第２のモバイルデバイスから前記要求に対する応答を取得することと、
　前記応答に少なくとも部分的に基づいて、前記オブジェクトについての位置フィックス
を決定することと
　を行うために前記第１のモバイルデバイスの処理ユニットによって実行可能な、コンピ
ュータ実現可能命令を格納している非一時的なコンピュータ可読媒体
　を備える物品。
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